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一 国際調査報告 （条約第 2 1条(3))

(54) Title: VEHICLE-MOUNTED CAMERA ATTACHING DEVICE

(54) 発明の名称 ：車載カメラの取 リ付け装置

(57) Abstract: In order to provide a vehicle-mounted camera attaching
device w c can be constructed with very little weight increase by a reduc -
tion in weight by a simple configuration, and achieves a stable attachment
state to a vehicle body with no vibration during traveling, a vehicle-mounted
camera attaching device (10) for attaching a vehicle-mounted camera (6) for
capturing an image of the area in front of a vehicle (1) through a windsmeld
(3) of the vehicle to the inner side of the windshield i s provided with a
tapered plate ( 11) as a support plate disposed along the windshield (3). A
first affixation portion (12) at one end of the tapered plate ( 11) i s affixed to a
front rail (2) located around the windshield (3), a second affixation portion
(13) at the other end thereof i s affixed to the windshield (3) via a mirror base
(4) , the vehicle-mounted camera (6) i s supported by a stay (7), and an affixa
tion portion (8) of the stay (7) i s attached and affixed to a third affixation
portion (14) formed in the middle of the tapered plate ( 11).

(b) (57) 要約： 構成が簡単で軽量化でき、僅かな重量増で構成で
き、走行中に振動することがなく、車体への取 リ付け状態が
安定 している車載カメラの取 り付け装置を提供するために、
車両 1 のフロン トガラス 3 を通 して車両の前方を撮影する車< 載カメラ 6 をフロン トガラスの内側に取 り付ける車載カメラ
の取 り付け装置 1 0 は、フロン トガラス 3 に沿って配置され
る支持プレー トとしてテ一パープレー ト1 1 を備え、テ一

卜 パ一プレー ト1 1 は、一端の第 1 の固定部 1 2 がフロン トガ
ラス 3 の周囲に位置するフロン トレール 2 に固定されると共
に、その他端の第 2 の固定部 1 3 がミラ一ベース 4 を介 して
フロン トガラス 3 に固定され、車載カメラ 6 はステ_ 7 に支
持され、ステ一 7 の固定部 8 がテ一パ一プレー ト1 1 の中間
に形成された第 3 の固定部 1 4 に取 り付け固定される。



明 細 書

発明の名称 ：車載カメラの取り付け装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、車載カメラの取り付け装置に係り、例えば、 ドライブレコーダ

や、先行車との衝突を防止するステレオカメラ等の取り付け装置に関する。

背景技術

[0002] 本技術分野の背景技術としての取付構造は、車両に搭載され、走行時の車

両前方の道路環境を撮影する左右 1対のカメラを、横方向に延出して形成さ

れた所定の長さを有するシャーシの両端部に、 1台ずつそれぞれ取り付ける

とともに、シャーシの中央に取付座部を形成 し、該取付座部を車体の所定の

取付位置に固定することにより、左右 1対のカメラを車体に設置 し、シャ一

シの取付座部以外の部分は車体から離間した状態であることを特徴としてい

る （例えば、特許文献 1参照）。

[0003] また、他の背景技術としての車載カメラ装置は、車両に搭載され、車両前

方の走行環境を撮影する車載カメラ装置であって、車両の前面窓ガラス内側

に取り付けられたべ一ス部材と、ベース部材に固定された車載カメラと、ベ

—ス部材に固定された後方確認用ミラ一とを備えたことを特徴としている （

例えば、特許文献 2 参照）。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 1 _ 8 8 6 2 3 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 3 _ 1 7 2 3 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0005] 車載画像処理カメラは、車両前方の状況認識を正しく行うために、車両進

行方向に平行な車両軸に対 してできるだけ平行に設置する必要がある。また

、撮影 した画像が劣化 しないよう、車載画像処理カメラの画角がワイパ払拭



エ リァ内に入るように配置する必要がある。

[0006] 近年、標識検知ゃ信号検知 といった技術のニーズが高まっている。標識検

知を行 うためには、複数車線先の標識 を認識する必要があるため、左右方向

に画角を広げなければな らない。 また、信号検知は交差点で停車中や交差点

進入時に信号を認識 しょうとすると、上方向に画角を広げなければな らない

[0007] 以上のようなニーズか ら、画像処理 カメラの画角は従来よりも広 くなつて

きている。広がった画角範囲全てがワイパ払拭エ リァ内に入るように配置 し

ようとすると、 カメラを出来るだけ窓に近づけて設置する必要がある。

[0008] —方で、車載画像処理 カメラの中でも、ステ一の両端 に一つずつ撮像部 を

有するカメラ （以下、ステ レオカメラと呼ぶ）の場合、測定精度 を上げるた

めには左右の撮像部の相対的な位置精度 を高 くする必要があ り、ステ一は剛

性 をあげなければな らず重量が増える。そのため、確実にネジ締結できるフ

ロン 卜レール部 に固定するのが望 ま しい。

[0009] しか しなが ら、前記特許文献 1 のような構成で車載 カメラをシャーシ （フ

ロン 卜レール）の両端部 に取 り付けると、固定点か ら下方への突出量が増え

、 ドライバ一か らの視界を遮ることになる。特 に、近年は燃費向上を目的と

してフロン 卜ガラスの傾斜角度は浅 くな り、 またフロン 卜ガラスの前後の長

さが長 くなつてきている。そのため、 ドライバ一の頭上付近 までフロン トガ

ラスがきている。 このような車の形状 になると、 フロン トレールは従来より

も ドライバ一の頭上に近い位置に置かれることとな り、 フロン トレールにス

テ レオカメラを取 り付けると、従来よりもさらに ドライバ一に対する邪魔感

が増えるという課題がある。

[001 0] ドライバ一の視界を遮ることな く、上記取 り付け要件を全て満たすために

は、 カメラをフロン トレールよりも前方に配置するのが最適である。 しか し

なが らこの配置ではフロン トレールの固定点に対 してカメラの重心はかな り

前方になるため、車両走行時の耐振動性が課題 となる。 これを補 うためにプ

レ一 卜またはカメラ筐体を振動に強い構造にすると、形状の複雑化、重量増



大 につながる。

[001 1] —方 で、前記特許文献 2 にあるように、車載 カメラを窓 ガラスに貼 り付 け

る方法 も考 え られ るが、 この場合、 ステ レオ カメラのように重 い物体 を貼 り

つけるのは信頼性 が低 い。 また、 フ ロ ン トレール とカメラの間に窓 ガラスが

介在 する分、 フ ロ ン トレール に取 り付 ける場合 よ りも設置精度 が低下 して し

まうとい う課題 がある。

[001 2] 本発 明は、 このような問題 に鑑みてなされたものであ って、 その 目的 とす

るところは、構成 が簡単で軽量化で き、僅 かな重量増 で構成 で き、走行 中に

振動することがな く、車体への取 り付 け状態が安定 している車載 カメラの取

り付 け装置 を提供 することにある。特 に、重量の大 きいステ レオ カメラの取

り付 けに好適な車載 力メラの取 り付 け装置 を提供 することにある。

課題を解決するための手段

[001 3] 前 記 目的を達成 すべ く、本発明に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 は、車両

の フ ロ ン 卜ガラスを通 して車両の前方 を撮影 するカメラをフ ロ ン 卜ガラスの

内側 に取 り付 ける車載 カメラの取 り付 け装置であ って、 フロン トガラスに沿

つて配置 され る支持 プ レー トを備 え、前記支持 プ レー トは、一端部 が前記 フ

ロン 卜ガラスの周囲に位置するフロン 卜レール に固定 され ると共 に、 その他

端部 が前記 フロン トガラスに固定 され、前記車載 カメラは、前記支持 プ レー

卜の中間部 に形成 された固定部 に取 り付 け固定 され ることを特徴 とする。

[0014] 前 記 の ごと く構成 された本発明の車載 カメラの取 り付 け装置では、支持 プ

レ一 卜の一端部 が フロン 卜ガラスの周囲に位置するフロン 卜レール に固定 さ

れ フロン 卜ガラスに沿 って配置 され、支持 プ レー 卜の他端部 はフロン 卜ガラ

スに固定 され るため、前後方向の両端部 が固定 され るため固定状態が安定す

る。 そ して、支持 プ レー 卜の中間部 に車載 カメラが固定 され るため振動が抑

制 され、構成 が簡単であ り軽量化で きる。

発明の効果

[001 5] 本発 明の車載 カメラの取 り付 け装置 は、簡単な構成 で軽量化で き、車載 力

メラの画角が ワイパ払拭 エ リアに入 る最適位置 に取 り付 け られ ると共 に、耐



振動性 の高 い取 り付 けが可能 とな る。 また、車載 カメラの配置 が最適 な位置

に取 り付 け られ る ことか ら、車 内か ら見た場合 に車載 カメラの邪魔感 が軽減

され る。

図面の簡単な説明

[001 6] [ 図 1] ( a ) は本発 明 に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 の第 1 実施例 の車外前

方 か ら見た斜視 図、 （b ) は （a ) の車 内後方 か ら見た斜視 図。

[ 図2] ( a ) は図 1 の実施例 で用 いる支持 プ レー トと してのテ一パ ー プ レー 卜

の斜視 図、 （b ) は下方 か ら見たテ一パ ー プ レー 卜の斜視 図。

[ 図3] テ ー パ ー プ レー 卜の先端形状 と、 ミラ一ベ ース側へ の取 り付 け部 の要部

を示 す斜視 図。

[ 図4 ] ( a ) はテ ー パ ー プ レー 卜の変形例 の斜視 図、 （b ) は （a ) の角度調

整部 の要部 を示 す分解状態 の斜視 図。

[ 図 5 ] 本発 明 に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 の第 2 実施例 の車外前方 か ら見

た斜視 図。

[ 図6] 本発 明 に係 る車載 力メラの取 り付 け装置 の第 3 実施例 の車 内下方 よ り見

た斜視 図。

[ 図7] 本発 明 に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 の第 4 実施例 の車 内後方 よ り見

た斜視 図。

[ 図8] 本発 明 に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 の第 5 実施例 の車外前方 か ら見

た斜視 図。

[ 図 9 ] 図 8 に示 す車載 力メラの取 り付 け装置 の車 内下方 よ り見た斜視 図。

[ 図 10] 図 9 のテ ー パ ー プ レー 卜の変形例 を車 内下方 よ り見た斜視 図。

[ 図 11] 本 発 明 に係 る車載 力メラの取 り付 け装置 の第 6 実施例 の車 内前方下方

よ り見た斜視 図。

発明を実施するための形態

実施例

[001 7 ] [ 実施例 1 ]

以 下、本発 明 に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 の実施例 を図面 に基 づ き詳



細 に説明する。 図 1 は、実施例 1 に係 る車載 カメラの取 り付 け装置 を示 し、

( a ) は、車両前部分のル ー ム ミラーを取 り付 ける位置周辺の車室外か ら見

た斜視 図であ り、 （b ) は車室 内か ら見た斜視 図、 図 2 は図 1 で使用するテ

—パー プ レー 卜を示 し、 （a ) は上方か ら見た斜視 図、 （b ) は下方か ら見

た斜視 図である。

[001 8] 図 1 ， 2 を参照 して、本発明に係 る車載 カメラの取 り付 け装置の実施例 1

を詳細 に説明する。先ず、本実施例 1 の車載 カメラの取 り付 け装置 を取 り付

ける車両の フロン トガラス付近の構成 について説明すると、車両 1 は車幅方

向に延び る車体構成部材 と しての フロン 卜レール 2 を備 えている。 フロン ト

レール 2 は車体の前後方向の軸 と直交する方向に延びてお り、 閉断面の金属

板材で構成 され、 フロン トガラスの上後方 に位置 している。 フロン トレール

2 の前方 にフロン トガラス 3 が配置 され、車体の前方の開 口部 に、 図示 して

いない防水部材 を挟 んで防水状態 に固定 されている。 フ ロ ン 卜ガラス 3 には

ミラ一ベース 4 が接着等で固定 され、 この ミラ一ベース 4 に後方 を見 るため

のルーム ミラ一 5 が取 り付 け られている。

[001 9] 本実施例 1 の車載 カメラの取 り付 け装置 1 0 は、車両の フロン トガラス 3

を通 して車両の前方 を撮影 する力メラ 6 をフロン トガラス 3 の内側 に取 り付

けるものである。本実施例 の車載 カメラは左右一対の 2 つのカメラ部 6 a ,

6 b を有 するステ レオ カメラ 6 であ り、 フロン トレール 2 の方向、 すなわち

、車幅方向に延在 する所定長 さのステ一 7 の両端部 に 2 つのカメラ部 6 a ,

6 b が固定 されている。 そ して、 ステ一 7 の中央位置 にはステ レオ カメラ 6

を固定するための固定部 8 が形成 されている。

[0020] 車載 カメラの取 り付 け装置 1 0 は、支持 プ レー トと してテ一パー プ レー 卜

1 を備 えている。テ一パー プ レー 卜1 1 はフロン トガラス 3 に沿 って傾斜

状態 に配置 され、一端部 が フ ロ ン 卜ガラスの周囲に位置するフ ロ ン 卜レール

2 に固定 され る。 すなわち、テーパー プ レー ト1 1 は車体の前後方向に延在

する金属製 の板材か ら形成 され、車両後方の一端部 が フ ロ ン トレール 2 に固

定 され る第 1 の固定部 1 2 であ り、車両前方の他端部 が フロン トガラス 3 に



固定される第 2 の固定部 1 3 となっている。そ して、テ一パープレー 卜3 の

中間部は、ステ レオカメラ 6 が固定される第 3 の固定部 1 4 となっている。

第 2 の固定部 1 3 は、 フロン トガラス 2 に固定された受け部材 と してのミラ

—ベ一ス 4 に固定される。

[0021 ] テーパープレー ト1 1 は後方の第 1 の固定部 1 2 の部位で下方に向けて屈

曲されてお り、第 1 の固定部 1 2 でフロン トレール 2 に固定されたとき、前

方側の第 2 の固定部 1 3 と第 3 の固定部 1 4 がフロン トガラス 3 と平行にな

るように構成 されている。 また、テ一パープレー 卜1 1 はフロン トレール 2

に固定される第 1 の固定部 1 2 は幅広の平行部 と して形成 され、前方側 に向

けて徐々に幅が狭 くなる先細に形成 されている。テ一パープレー 卜1 1 は前

後の両端が支持固定される両端支持のため、片持ち支持の部材 と比較 して大

きな強度 を必要 とされず、簡単な構成で重量を低減でき、金属製 に限 らず樹

脂製 とすることもできる。

[0022] テ一パープレー 卜1 1 は図 2 に示すように、第 1 の固定部 1 2 にはフ ロ ン

卜レール 2 とテ一パープレー 卜1 1 とを高精度 に位置決めするためのロケ一

タピン 1 5 と、 フロン トレール 2 にテ一パープレー 卜1 1 を固定するための

ね じ孔 1 6 とが形成 されている。 また、先端側の第 2 の固定部 1 3 には、 フ

ロン 卜ガラス 3 に設置されたミラ一ベース 4 などの固定点 とテ一パープレー

卜1 1 の前側 を固定するためのね じ孔 1 7 が形成 され、中央の第 3 の固定部

4 にはテ一パープレー 卜1 1 とステ レオカメラ 6 を固定するためのね じ孔

8 が形成 されている。

[0023] ステ レオカメラ 6 で車両進行方向にある車両や歩行者、信号、標識などの

位置を正 しく認識 しょうとする場合、ステ レオカメラ 6 は車両へ取 り付ける

際にできるだけ車両進行方向と平行な軸 （以降、車両軸 と呼ぶ） とステ レオ

カメラ 6 の撮影方向が平行も しくは狙いの角度だけず らして設置するのが好

ま しい。車両軸の方向はフロン 卜レール 2 に用意された孔によって決 まる。

そのため、 フロン トレール 2 に用意された孔 とテ一パープレー 卜1 1 に用意

されたロケータピン 1 5 とが嵌合することによりステ レオカメラ 6 の撮影方



向を所望の方向に正確に固定することができる。

[0024] 図 2 ( a ) ではテ一パープレー 卜1 1側にロケータピン 1 5 を設けている

が、フロン トレール側にロケータピンを設け、テ一パープレー 卜1 1 にロケ

—タピンを受けるための孔を設けても良い。フロン 卜ガラス3 に固定する第

2 の固定部 1 3 にロケータピンを設け、フロン トガラス3 に貼 り付けたミラ

—ベース4 にロケータピンと嵌合する孔を設けても良い。

[0025] また、上述 したようにステレオカメラ6 を所望の撮影方向に向けてテ一パ

—プレ一 卜1 1 に固定するためには、ステレオカメラ6 とテ一パ一プレ一 卜

1 とを高精度に位置決めする必要がある。そのため、テ一パープレー 卜1

とステレオカメラ6 の第 3 の固定部 1 4 には、固定するためのね じ孔 1 8

の他に例えば下方に突出するテ一パープレー 卜1 1 にロケータピン 1 9 を設

け、ステレオカメラ6 側のステ一 7 の固定部 8 にロケータピンと嵌合する孔

を設けてもよい。逆に、ステ一 7 の固定部 8 にロケータピンを突出させ、テ

—パープレー 卜1 1 に嵌合する孔を形成 してもよい。

[0026] テーパープレー ト1 1 をフロン トレール 2 に所望の方向に向けて固定する

ための方法として、図 2 に示すように、長手方向に沿う溝部 2 0 を設けても

良い。図 2 のような溝部 2 0 と同形状の突起をフロン 卜レール 2 にも設け、

溝部と突起を嵌合させることで取り付け位置を精度よく固定することができ

る。また、ステレオカメラ6 とテ一パープレー 卜1 1 とを所望の方向に向け

て固定する方法として、前記の溝部と突起とを用いても良い。テ一パ一プレ

— 卜1 1 の中央に長手方向に沿う溝部 2 0 を設けることで、テ一パープレー

卜1 1 の強度を向上させることができる。

[0027] 近年では、ルームミラ一 5 には前方や後方の照度を計測する照度センサな

どを有するものが多く、それらは電源を配線する必要がある。ルームミラ一

5 に設置されたセンサ等の機器に電源を供給する配線類を、テ一パ一プレ一

卜1 1 の溝部 2 0 を通 してフロン トレール 2 側へ出すことにより、配線類の

引き回 しが容易となり、配線カバ一の類が必要なくなる。

[0028] つぎに、テーパープレー ト1 1 の先端側 （車両前方側）の固定について、



図 3 を参照 して説明する。図 3 はフロン 卜ガラス3 側のテ一パープレー 卜1

の固定部 1 3 を示 している。フロン トガラス3 とテ一パープレー 卜1 1 の

前方側の端部とを固定する際、端部を固定するベースをフロン 卜ガラス3 に

設ける。ベースはミラ一ベース4 と一体型でもよく、本実施例ではミラ一ベ

—ス4 でテ一パープレー 卜1 1 の他端部 （前端部）を固定 している。テ一パ

—プレー ト1 1 の他端部とミラ一ベース4 が別体である場合、ミラ一ベース

4 によって固定端を覆うことにより意匠性を高めることができる。そして、

前端部を固定されたテ一パープレー 卜1 1 にステレオカメラ6 が固定され、

ステレオカメラ6 は車両進行方向を撮像する。ステレオカメラ6 は車室内を

撮影する方向に固定 してもよい。

[0029] ミラ一ベース4 は本実施例ではフロン 卜ガラス3 に接着で固定されるもの

であり、ミラ一ベース4 の上面 （フロン トガラス3 との接触面）4 a (二点

鎖線の平行斜線で示す）には、テ一パ一プレ一 卜1 1 の先端部 （他端部）が

揷入される段差部 4 b が形成されている。テーパープレー 卜1 1 は長手方向

に沿って溝部 2 0 が形成されており、段差部 4 b の中央には溝部 2 0 が挿入

される深部 4 c が形成されている。段差部 4 b の深さはテ一パープレー 卜1

の厚さ t に相当し、深部 4 c の深さは溝部 2 0 の厚さT に相当している。

また、溝部 2 0 の幅W と深部 4 c の幅w は等 しく形成されている。ミラ一ベ

—ス4 がフロン 卜ガラス3 に貼 り付けられた状態でフロン 卜ガラス3 の下面

(室内側面）とミラ一ベース4 の上面との間に段差部 4 b と深部 4 c の開口

が形成され、この開口にテ一パープレー 卜1 1 の先端を揷入できる構成とな

つている。

[0030] ミラ一ベース4 とテ一パープレー 卜1 1 との固定はね じ止めによるもので

もよいし、図 3 に示すようにテ一パープレー 卜1 1 の先端がミラ一ベース4

とフロン トガラス3 の間に挿入される形でも良い。また、テ一パープレー 卜

1 の先端をミラ一ベース4 の段差部 4 b 及び深部 4 c に揷入 して、テ一パ

—プレー ト1 1先端のね じ孔 1 7 にね じを揷入 してね じ止めを併用するよう

にしても良い。



[0031 ] 本実施例 1 では、テーパープレー 卜1 1 で最も抑制 したいのは車両搭載時

の上下方向の振動に伴 うステ レオカメラ 6 の上下変動であるため、図 3 のよ

うにミラ一ベース 4 とフロン 卜ガラス 3 の間にテ一パープレー 卜1 1 を揷入

し、テ一パープレー 卜1 1 に設けたね じ孔 1 7 を用いてね じ固定する。図 3

( b ) のように、テ一パープレー 卜1 1 の先端 を差 し込んで固定するだけで

も良い。

[0032] フロン トガラス 3 とミラ一ベース 4 の間にテ一パープレー 卜1 1 の先端 を

揷入 しない場合でも、 ミラ一ベース 4 自身に孔を設け、その孔にテ一パ一プ

レ一 卜1 1 の先端 を揷入する方法でも良い。テ一パープレー 卜1 1 の先端側

の固定をミラ一ベース 4 と共用する際、 ミラ一ベース 4 はフロン 卜ガラス 3

に貼 り付けられ、そのフロン トガラス 3 が車体に取 り付けられるため、 フロ

ン 卜レール 2 に対するミラ一ベース 4 の位置精度が悪い場合が考 え られるが

、その場合は、それを吸収できるよう、 プレー ト側の受け孔を 1 個以上長穴

にすることにより設けるか、図 3 ( b ) に示すような形状の場合には位置ず

れを許容するスペース 4 d ， 4 e を設けることで、テ一パープレー 卜1 1 の

方向を変えずに位置ずれを吸収することができる。

[0033] テ一パープレー 卜1 1 に溝部 2 0 を形成 し、溝部 2 0 がミラ一ベース 4 の

段差部 4 b 内の深部 4 c に嵌合する場合、 ミラ一ベース 4 とテ一パープレー

卜1 1 の左右方向 （車幅方向）の位置決めを行 うのに好適である。テーパー

プレー ト1 1 は固定点が前後二点になることにより、片持ちの一点固定に比

ベてプレー 卜の強度 も少な くてすむ。そのため、テ一パープレー 卜1 1 は板

金でも樹脂でもよい。樹脂で製作する場合はプレ一 卜自体の軽量化も図れ、

振動に対 して更に有利に働 く。

[0034] つ ぎに、テ一パープレー 卜の変形例 について図 4 を参照 して説明する。図

4 に示すテーパープレー ト1 1 A は長手方向の全長の途中の 2 個所に角度調

整機構 2 1 ， 2 2 を備えている。図 4 ( a ) では、角度調整機構 を略図と し

て示 している。角度調整機構 2 2 はフ ロ ン トレール 2 側の第 1 の固定部 2 3

と、ステ レオカメラ 6 を固定する中間の第 3 の固定部 2 5 との間に設置され



ている。角度調整機構 2 は中間の第 3 の固定部 2 5 と、先端側の第 2 の固

定部 2 4 との間に設置されている。角度調整機構はヒンジ機構と同様の構成

であり、 3 つの固定部の角度を変更できる構成である。

[0035] 車両は車種によりフロン トガラスの角度が異なり、それに伴いテ一パ一プ

レー トの屈曲部の角度を変更する必要がある。特に、近年は燃費向上のため

に乗用車のフロン トガラスの角度が浅 くなつてきており、その角度は 2 0 度

近辺である。一方で、スポーツ用多目的車 （S U V ) など車高が高い車や小

型車などにおいてはフロン 卜ガラスの角度が深 く、その角度は4 5 度近辺と

なる。これらのフロン 卜ガラスの角度が異なる車種全てに対応できるように

、角度調整機構 2 1， 2 2 は用いられる。

[0036] 角度調整はフロン トガラス3 側の角度調整機構 2 のみでも対応可能であ

るが、フロン トガラス3 とフロン トレール 2 の間に効率よくステレオカメラ

6 を配置するためには、フロン トレール 2 側にも角度調整機構 2 2 も有する

のが好ましい。 2 つの角度調整機構 2 1， 2 2 を用いることでフロン トガラ

スの角度や湾曲状態にも対応 してステレオカメラ6 を安定 して取り付けるこ

とができる。

[0037] 角度調整機構を2 つ有するテーパープレー ト1 1 A は基本的には3 つの部

材から構成される。すなわち、前方に位置 し第 2 の固定部を構成する先端部

材 2 4 と、中間に位置 し第 3 の固定部を構成する中間部材 2 5 と、後方に位

置 し第 1 の固定部を構成する後方部材 2 3 とから構成される。角度調整機構

， 2 2 は実質的に同一の構成であるため、後方の角度調整機構 2 2 につ

いて詳細に説明する。角度調整機構 2 2 は中間部材 2 5 と後方部材 2 3 とを

揺動可能に連結 しており、後方部材 2 3 の前方の端部に形成された 2 つの軸

受部 2 6 ， 2 6 と、中間部材 2 5 の後方の端部に形成された 1 つの軸受部 2

7 とを連結軸 2 8 を通 して連結 している。

[0038] 連結軸 2 8 は先端に止めナツ卜2 9 が螺合され、止ナット2 9 を締め込む

ことで後方部材 2 3 の軸受部 2 6 ， 2 6 と中間部材 2 5 の軸受部 2 7 とを任

意の角度に固定することができる構成となっている。このように構成された



テ一パープレー 卜1 1 A では、車両のフロン トガラス 3 の角度が浅い場合や

深い場合でも、 角度調整機構 2 1 ， 2 2 を調整することでフ ロ ン トレ一ル 2

とフロン トガラス 3 との間に安定 した状態で固定することができ、車載 カメ

ラ 6 を安定 して取 り付けることができる。

[0039] [ 実施例 2 ]

この実施例 2 の車載 カメラの取 り付け装置 1 O A は、図 5 に示されるよう

に、テ一パープレー 卜の形状が実施例 1 とは異なっている。なお、実施例 1

と実質的に同一の構成 については同 じ符号を付 して説明を省略する。実施例

2 のテ一パープレー 卜1 1 B は車両前方側の端部が二股 に形成 されてお り、

2 つの固定部 3 1 ， 3 2 が形成 されている。 2 つの固定部 3 1 ， 3 2 は図示

の例ではフ ロ ン 卜ガラス 3 に直接接着等で固定されているが、 2 つのべ一ス

(図示せず）をフ ロ ン トガ ラス に固定 し、固定されたベ ー ス に固定部 3 1 ，

3 2 をね じ止め等で固定 しても良い。

[0040] 実施例 2 のテ一パープレー 卜1 1 B では、 フロン トガラス 3 側の固定点の

間隔を広げることにより、テ一パープレー 卜の固定状態をより安定させるこ

とができ、ステ レオカメラ 6 の固定状態もより安定する。 また、ルームミラ

— 5 の支柱や、 ミラ一ベース 4 とは固定点を別にする場合において、 ミラ一

ベース 4 を避 けて配置することが可能 となる。 さらに、固定点の間隔を広げ

ることにより、テ一パープレー 卜1 1 B の先端側の左右方向にかかる力に対

しての変位 を少な くすることができる。

[0041 ] [ 実施例 3 ]

この実施例 3 の車載 カメラの取 り付け装置 1 O B は、図 6 に示されるよう

に、テーパープレー 卜1 1 C の車両後方側の第 1 の固定部の形状が実施例 1

， 2 とは異なっている。テ一パープレー 卜1 1 C はフロン トレール 2 側の第

1 の固定部が二股 に形成 され、 2 つの固定部 3 3 ， 3 4 が形成 されている。

[0042] 実施例 3 のテ一パープレー 卜1 1 C では、 フロン トレール 2 側の固定点の

間隔を広げることにより、テ一パープレー 卜の固定状態をより安定させるこ

とができ、ステ レオカメラ 6 の固定状態もより安定する。 また、 フロン トレ



—ル 2 側に配置されている照明やサングラス収納部を避けてテ一パ一プレ一

卜1 1 C を配置することが可能となる。さらに、固定点の間隔を広げること

により、テ一パ一プレ一 卜1 1 C の後方側の左右方向にかかる力に対 しての

変位を少なくすることができる。

[0043] [ 実施例 4 ]

この実施例 4 の車載カメラの取り付け装置 1 O C は、図 7 に示されるよう

に、テ一パープレー 卜の形状が他の実施例とは異なっている。なお、実施例

と実質的に同一の構成については同 じ符号を付 して説明を省略する。実施

例 4 のテーパープレー ト1 1 D は車両前方側の端部が二股に形成されており

、 2 つの固定部 3 5 ， 3 6 が形成されていると共に、車両後方側の第 1 の固

定部も二股に形成され、固定部 3 7 ， 3 8 が形成されている。 2 つの固定部

3 5 , 3 6 は図示の例ではフランとガラス3 に直接接着等で固定されている

が、 2 つのべ一ス （図示せず）をフロン トガラスに固定 し、固定されたべ一

スに固定部 3 5 ， 3 6 をね じ止め等で固定 しても良い。

[0044] この実施例 4 のテ一パープレー 卜1 1 Dでは、テ一パープレー 卜の前後の

端部がそれぞれ二股に形成され、前端部は 2 点で固定され、後端部も2 点で

固定されるため、固定状態がより安定すると共に、ステレオカメラ6 の固定

状態も安定する。すなわち、固定点の間隔を広げることにより、左右方向に

かかる力に対 しての変位を少なくすることができる。この場合、図 5 や図 6

では、テーパープレー 卜に左右方向の力が加わった時に、前後のバランスが

悪いために、ステレオカメラ6 はね じれるように変位 して しまう。そこで、

フロン 卜レール 2 側及びフロン 卜ガラス3 側の双方において、 2 つの固定点

の間隔を広げることにより、左右方向に対するステレオカメラ6 の変位を最

小限に抑えながら、変位が起きた場合でもね じれが発生 しにくい構造とする

ことができる。

[0045] [ 実施例 5 ]

つぎに、車載カメラの取り付け装置の実施例 5 について、図 8 ， 9 を参照

して説明する。この実施例 5 では、テ一パープレー 卜は意匠性を加味 した形



状であることを特徴としている。図 8 ， 9 に示されるように、車載カメラの

取り付け装置 1 0 D を車室外からフロン 卜ガラス3 越 しにステレオカメラ6

を見た場合に、ステレオカメラ6 の画角範囲を除く筐体の一部または全てが

隠れるようにテ一パープレー 卜1 1 E は、ステレオカメラの上部を覆う遮光

部 4 0 ，4 0 を備えている。この実施例のテ一パープレー 卜1 1 E では、遮

光部 4 0 ，4 0 はステレオカメラ6 を取り付ける第 3 の固定部である中央部

分から車幅方向に延びる長方形状に形成されている。

[0046] 図 1 では、テ一パープレー 卜1 1 はステレオカメラ6 の中央部分において

、上側に配置されていたが、車室外からステレオカメラ6 を見た場合に、筐

体形状の大部分が見えて しまう。通常はフロン トガラス3 側に遮光領域を設

け、ステレオカメラ6 が車室外から見えないようにするが、図 8 ， 9 におい

ては、フロン トガラス3 には遮光領域を設けなくても、テ一パープレー 卜1

1 E の遮光部 4 0 ，4 0 によりステレオカメラ6 の筐体を覆い隠すことがで

きる。

[0047] これにより、通常、車載カメラを取り付ける車両のフロン トガラスの遮光

領域は車載カメラの画角をよけるように設けなければならず、車載カメラを

取り付けない車両とは異なるフロン トガラスを用いなければならなかったも

のを、一車種につき一種類のフロン 卜ガラスの遮光領域を設ければよいこと

になる。

[0048] 図 8 ， 9 におけるテ一パープレー 卜1 1 E の色は、遮光領域を兼ねるため

に黒であることが望ましい。また、テ一パープレー 卜1 1 E の左右幅を広げ

ることになるため、軽量化をするには、材料は樹脂であってもよい。さらに

、このテ一パープレー 卜1 1 E の形状によりステレオカメラ6 に直射日光が

当たらなくなるため、ステレオカメラ6 の筐体温度上昇を抑える効果がある

[0049] テ一パープレー 卜は、図 1 0 に示す実施例 5 の変形例のように、ステレオ

カメラ6 の画角範囲以外を覆うようにステレオカメラ6 の下側及び側面に配

置するのでもよい。これにより、従来であればステレオカメラ6 を固定する



ためのプレー 卜と、 カメラを覆 う意匠カバ一の二点が部品と して必要だった

ものが、テ一パープレー I 部品で補 うことができる。

[0050] 図 1 0 に示すテ一パープレー 卜1 1 F は、ステ レオカメラ 6 の下方に位置

するカバ一部 を備えている。 このテ一パープレー 卜1 1 F は遮光部 と しての

上板部 4 1 と、側板部 4 2 ， 4 2 と、 カバ一部 と しての下板部 4 3 と、後板

部 4 4 とを備えてお り、前方が開口 した箱状 に形成 されている。ステ レオ力

メラ 6 は箱状のテ一パープレー 卜1 1 F 内に取 り付けられ、前方の開口より

車両の走行方向を撮像することができる構成 となっている。

[0051 ] テーパープレー ト1 1 F は箱状の後方より第 1 の固定部 1 2 が突出 してフ

ロン 卜レール 2 に固定されるとともに、前方に突出 した第 2 の固定部 1 3 で

フロン トガラス 3 に固定されたミラ一ベース 4 に固定される。そ して、ステ

レオカメラ 6 のステ一 7 の取 り付け部 8 がテ一パープレー 卜1 1 F の中間の

上板部 4 に固定され、 カメラ 6 は箱状のテ一パープレー 卜内に取 り付け固

定される。 この実施例 5 の変形例では、ステ レオカメラ 6 は直射 日光を避 け

ることができると共に、 カメラをカバ一することで車内の見栄えを向上させ

ることができる。

[0052] [ 実施例 6 ]

つ ぎに、車載 カメラの取 り付け装置の実施例 6 について、図 1 1 を参照 し

て説明する。 この実施例 6 の車載 カメラの取 り付け装置 1 0 F では、テ一パ

—プレー ト1 1 G は通気口4 5 と通気路 4 6 を設けた形状であることを特徴

と している。上述 したように、ステ レオカメラ 6 を最適な配置に置いた場合

、直射 日光による温度上昇は、 フ ロ ン トレ一ル 2 に取 り付けた場合よりも悪

化する可能性がある。すなわち、 フ ロ ン トレール 2 より前方のフ ロ ン トガラ

ス 3 の下方にステ レオカメラ 6 は設置固定されるため、 日光の直射を受ける

[0053] また、ステ レオカメラ 6 に直射 日光が当た らない場合でも、車両に直射 曰

光が当たることでフロン 卜レール 2 の温度が上昇 し、テ一パープレー 卜を介

して最終的にステ レオカメラ 6 の温度が上昇することになる。



[0054] そこで、図 1 1 に示すように、テ一パープレー 卜1 1 G に通気口4 5 と通

気路 4 6 を設ける。通常、ステレオカメラ6 に対 してかかる冷房風は下方向

からフロン トガラス3 に沿って流れてくる。そこで、その冷房風を通気口4

5 より取り入れ、通気路 4 6 を伝わってテ一パープレー 卜1 1 G全体の上昇

して しまった温度を下げることができる。通気口4 5 と通気路 4 6 の数は多

いほど冷却効果が上がる。また、通気口4 5 はできるだけ大きい方が、冷房

風が取り入れやすい。

[0055] ステ レオカメラ6 にあたる冷房風の向きが下方向以外からの場合、例えば

後方からなどから吹き付ける場合でも、冷房風の当たる側に通気口4 5 を向

ければよい。通気口4 5 と通気路 4 6 を適切に設けることで、テ一パ一プレ

— 卜1 1 G に沿って冷房風を流すことができ、テ一パープレー 卜の温度上昇

を押さえることができ、ステレオカメラ6 の作動を安定させることができる

[0056] なお、本発明は上記 した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例

が含まれる。例えば、上記 した実施例は本発明を分かりやすく説明するため

に詳細に説明 したものであり、必ず しも説明 した全ての構成を備えるものに

限定されるものではない。上記の実施例では、テ一パープレー 卜の第 1 の固

定部、第 2 の固定部として、二股の例を示 したが、三つ股以上の形状として

も良いことは勿論である。

[0057] また、ある実施例の構成の一部を他の実施例の構成に置き換えることが可

能であり、また、ある実施例の構成に他の実施例の構成を加えることも可能

である。

[0058] さらに、各実施例の構成の一部について、他の構成の追加 削除 置換を

することが可能である。

符号の説明
[0059] ：車両

2 ：フロン トレール

3 ：フロン トガラス



4 ：ミラ一ベース （受け部材）

4 d ， 4 e ：スペース （受け部）

5 ：ルーム ミラ一

6 ：ステ レオカメラ （車載 カメラ）

7 ：ステ一

8 ：ステ一の固定部

1 0 ， O A , 0 B , 1 0 C ， 0 D , 0 E , 1 O F : 車載 カメラの取

り付 け装置

1 ， A , 1 1 B ， 1 1 C ， 1 1 D ， E

一プ レ一 卜 （支持 プ レー ト）

1 2 ， 2 3 ：第 1 の固定部

1 3 ， 4 ：第 2 の固定部

1 4 , 5 ：第 3 の固定部

1 6 ：フロン 卜レール固定用ね じ孔

1 5 ：フロン 卜レール側位置決め用 ロケ一タ ピン

1 7 ：フ ロ ン トガラス側固定用ね じ孔

1 8 ：ステ レオカメラ固定用ね じ孔

1 9 ：ステ レオカメラ位置決め用 ロケータ ピン

2 0 ：溝部

2 ：フロン 卜レール側角度調整機構

2 2 ：フ ロ ン トガラス側角度調整機構

3 ， 3 2 ， 3 7 ， 3 8 ：二股の第 1 の固定部

3 3 ， 3 4 ， 3 5 ， 3 6 ：二股の第 2 の固定部

4 0 ：遮光部

4 3 ：カバ一部

4 5 ：通気 口

4 6 ：通



請求の範囲

[ 請求項 1] 車両の フ ロ ン 卜ガラスを通 して車両の前方 を撮影する車載 カメラを

フ ロ ン トガラスの内側 に取 り付 ける車載 力メラの取 り付 け装置であ つ

て、

前記 フ ロ ン 卜ガラスに沿 って配置 される支持 プ レ一 卜を備 え、

前記支持 プ レー 卜は、一端部が前記 フ ロ ン 卜ガ ラ ス の周囲に位置す

るフロン トレール に固定されると共 に、 その他端部が前記 フロン 卜ガ

ラスに固定され、

前記車載 カメラは、前記支持 プ レー 卜の中間部 に形成 された固定部

に取 り付 け固定されることを特徴 とする車載 力メラの取 り付 け装置。

[ 請求項 2 ] 前記車載 カメラは、 ステ一に支持 され、該ステ一は、前記支持 プ レ

- 卜の固定部 に固定されることを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 力

メラの取 り付 け装置。

[ 請求項 3 ] 前記車載 カメラは、 2 つのカメラ部 を有するステ レオカメラであ り

、前記ステ一は、前記支持 プ レー 卜の長手方向 と直交する方向に長尺

でテ一パ一状 に形成 され、前記 2 つのカメラ部 は前記ステ一の両端部

に各 々固定されることを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 カメラの取

り付 け装置。

[ 請求項 4 ] 前記支持 プ レー 卜の他端部 は、前記 フロン トガラスに固定された受

け部材 を介 して固定されることを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 力

メラの取 り付 け装置。

[ 請求項 5 ] 前記受け部材は、前記支持 プ レー 卜の設置誤差 を吸収する受け部 を

有することを特徴 とする請求項 4 に記載の車載 カメラの取 り付 け装置

[ 請求項 6 ] 前記支持 プ レー 卜は、 その長手方向に沿 って溝部が形成 されている

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 カメラの取 り付 け装置。

[ 請求項 7 ] 前記支持 プ レー 卜の他端部 は、前記車両のル ー ム ミラーの固定部 に

固定されることを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 カメラの取 り付 け



装置。

[ 請求項8] 前記支持 プ レ一 卜の一端部 は、二股あるいは三股以上 に形成 され、

前記 フ ロ ン 卜レール に固定されることを特徴 とする請求項 1 に記載の

車載 カメラの取 り付 け装置。

[ 請求項 9] 前記支持 プ レ一 卜の他端部 は、二股あるいは三股以上 に形成 され、

前記 フ ロ ン 卜ガラスに固定されることを特徴 とする請求項 1 に記載の

車載 カメラの取 り付 け装置。

[ 請求項 10] 前記支持 プ レー トは、前記車載 カメラの上部 を覆 う遮光部 を有する

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 カメラの取 り付 け装置。

[ 請求項 11] 前記支持 プ レー トは、前記車載 カメラの下部 を覆 うカバー部 を有す

ることを特徴 とする請求項 1 に記載の車載 力メラの取 り付 け装置。

[ 請求項 12] 前記支持 プ レー トは、通気 口及び通気路 を有することを特徴 とする

請求項 1 に記載の車載 カメラの取 り付 け装置。
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